
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証リート指数 1,687.27 ▲0.14% ▲0.28% 6.88% ▲25.15%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,625.32 0.47% ▲1.15% 13.98%

東証リート指数は底堅く推移

情報提供資料国内リート見通し 2020年10月26日

マーケットの動き（2020年10月19日～10月23日） 東証リート指数、TOPIXの推移
（期間：2019年9月30日～2020年10月23日）

ホテルリートや商業リートは、業績回復の兆しが出てきています。企業業績悪化やテレワーク普
及の影響が懸念されているオフィスリートに関しては、中長期的なテナントの動向には留意する
ものの、足元の影響は限定的で割安感が出てきています。住宅リートは都心物件で稼働率の低下
がみられるものの業績への影響は軽微で、物流リートの事業環境は引き続き良好です。新型コロ
ナウイルスの影響を受けてから半年が経過し、その影響が明らかになり、分配金への安心感が出
てきていることから、利回りを追求する資金の流入により、東証リート指数は底堅く推移すると
予想します。

国内各種資産利回り
2020年10月23日時点

▲0.78%

投資環境見通し（2020年10月）

騰落率

国内リート市場は、前週末比で下落しました。

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月23日

前週に続き、米国の追加経済対策協議や大統領選挙の不透明感、欧州での新型コロナ
ウイルスの感染者が急拡大していることなどからリスクオフの展開となり、東証リー
ト指数は前週末比で0.1％の下落で週を終えました。
セクター別では、住宅セクター、商業・物流等セクターが上昇しましたが、オフィス
セクターが下落しました。
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